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項 目

自己評価 外部評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて期待 したい

内容

I 理念に基づく運営

1 1

0理 念の共有と実践

lt域密着型サービスとして
の意義を踏まえた事業所理念
をつくり 管理者と職員は
その理念を共捐して実践につ
なげている

ビ利用者第一主義で快適な時間
と心ある介護を理念としてい

る.理 念を施設内に掲示し 常
に確認 し共有している.

事業所の理念を 「あなたに寄り
添い尊厳を護 り あなたらしさ
を発揮できる生活の実現Jと 定
め 玄関に掲示 し 職員は朝ネL
の際に確認している.

日々のケアに理念が反映されて
いるか、常に立ち戻 り見直 して

欲 し, .ヽ

2 2

O事 業所 と地域 とのつ き

あい

利用者が地域とつながりな
がら暮らし続けられるよう
事業所自体が地域の一員とし
て日常的に交流 している

自治会に入 り 地域行事に参加
している。また 施設行事に参
力日頂く機会を設けている。

南営 北宮白治会 老人会に入

り 地域の盆踊 りや菊花展 芋煮
会 消防の出初式など諸行事に参
力,している。西松庵知 には 日本
舞踊や蛤やき おでんなどの模撲
店が盛大に行われ ボランティア
を含め地域住民約200人が参加 し

交流 している

事業所開設以来 6年 半の努力
が結実し、地域の一員として密
着し 日常的に 又諸行事に於
いて交流できている。今後も地
域福祉の拠点としての活動に期
待 している。

3

0事 業所 の力を活 か した

地域貢献

事業所は 実践を通 して積
み上 ナている認知症の人の理

解や支援の方法を 地域の

人々に向けて活か している

認知症介護の施設として 家族
介護者教室を開き、介護に関す
る講習会を定期的に催 してい
る.

4 3

0運 営推進会議 を活か し

た取 り組み

運営推進会議では パ1用者
やサービスの実際 評価への

取 り組み状況等について報告
や話 し合いを行い そこでの

意見をサービス向 Lに活かし
て, るヽ

ビ利用者やサービスの実際 .T
価への取 り組み状況などについ
て 報告などを行っている。ま
た サービス向上のための意見
交換を行い、サービス向上に活
かしている.

会議は、羽曳野市高年介護課職
員や介護相談員 老大会長 家
族等の参加を得て、 2カ 月に 1
回開催されている。活動報告
ヒヤリハット報告、入居者状
況 研修報告が行われ 参カロ者
からは問題点に関する助言を得
ている.

羽曳野市は幹部職員が運営推進
会議に出席し ,意 義務や防災
強化の体制整備について助言す
る等 地域福祉に前向きに取 り
組んでいる様子が窺える.各 分
野からの出席者の意見を参考に
しつつ、クアサービスの質の向
上に努めて頂きたい。

5 4

O市 町村 との連携

市町村担当者と口頃から連
絡を密に取 り 事業所の実情
やケアサービスの取肛みを積
極的に伝えながら協力関係を

築くように取 り組んでいる.

サービス内容についての疑門な
どについては、市の担当職員に
質|・|し 解決している.ま た事
業者連絡会に出席する事でサー

ビスの質の向上に取 り組んでい

る.

市職員が運営推進会議に出席し
ているので 事業所の実情につ
いて熟知され 問題解決につい
て助言を得るなど、協力関係は
構築されている。

市職員の参加を容易にする為
平曰に運営推進会議を開催する
等、市との連携強化の姿勢を感
じる.継 rtを願いたい。

6 5

0身 体F・l東を しないケア

の実践

代表者及び全ての職員が
「指定地域密着型サービス指

定基準及び指定地域密着型介
護予防サービス基準における
禁上の対象 となる具体的な行
為Jを 正 しく理解 してお り
玄関の施徒を含めて身体拘束
しないケアに取 り組んでいる

身体拘束については 都度職員
全体や個々に理解 してもらえる
ように説明又は勉強会等を実施
し 個々のビ利用者の状態に応
じた介護を心がけ 身体拘束を
しないケアに取り組んでいる.
しかし議員全体への理解はまだ
不完全と思われる.

認知症が進み、自分で立てない
ことを忘れて立ち上がろうとす
る人の安全を、限られた人員で
どう護るか、保護 安全を優先
すると拘束に繋がつ 自由を優
先すると転倒 し 注意義務怠慢
をF.5われる。苦しい選択であ
る。

入居者が転倒 し 家族に状況や
状態 対応を報告すると苦情と
なる.況 場の苦悩は理解するに
十分である。 しかし フロアの
電子ロックや帰宅願望の強い人
の重い椅子での対応は短時間の
みにして、可能な限りの改善を
望む。

7

O虐 待防 止の徹底

管理者や職員は 高齢者虐
●防止法等について学ぶ機会
を持ち 不1用者の自宅や事業
所ないでの虐待が見過ごされ
ることがないよう注意を14
い 防止に努めている

日常的に行われている対応が虐
待につながるような事があるな
ど 職員間の意見交換の中で学
習又は実践するようにしてい

る.



8

0権 利擁護 に関す る市1度
の理解 と活用

管理者や職員は 日常生活
白立支援事業や成年後兄人制
度について学ぶ機会を持ち

個々の必要社を関係者 と話 し

合い それらを活用できるよ

う支援 している

現状では、各々の職員が自己に
て学んでいる事や 研修会に参
加して学ぶ機会を増や していく
ように努めている.

9

0契 約 に関す る説明 と納

得

契約の締結 解約または改
定等の際は 不1用者や家族等
の不安や疑F.1点を尋ね 1分
なれFIIを行い理解 lll得を
図つている

時間をかけ丁寧な説明を心がけ

十分に納得 して頂き、またいつ

でもお気軽にビ不明な点など礁
認 して頂けるように説明してい

る.

1 6

●運営に関する利用者
家族等意見の反映

■1用者や家族等が意見 要
望を管理者や職員並びに外部
者^表 せる機会を設 , それ
らを運営に反映させている

職員は常 日頃からご利用者、ビ

家族の話や意見に対 して傾聴を
心がけている。また 外部者に

対 しては月一度訪問する介護相
談員に話が出来る場を設けてい

る。

毎日面会者が多く その都度入
居者や家族の話を聞くよう心掛
けている。また年 2回 、家族会
行事として新年会や敬老祝賀会
及び総会が開かれており、その

際にも家族は思いを表出できて
いる.

評価に伴い 家族からは [食事
が美味J「 楽しい経験が きに積
み重なつて面会時にいつも穏や
力Jと の感謝の声が届いてい

る。また残存能力に応 じた介護
を望む声も聞かれたので 各 自
のADLに 応 じた適切なケア

ナービスの提供が望まれる.

]] 7

0運 営 に関す る職 員意 見

の反映

代表者や管理者は 運営に

関十ろ職員の意見や提案を聞
く機会を設け それらを反映
させて, るヽ

個別で または会議の時に聞く

機会を作つている。また職員間
での話易い環境づくつに 、ヽ気を
配つている.

月 1回 の会議の時に、 日々の介

助の状況や問題点について意見
交換 し 仕事上の手順など改善
条を聴き 運営に反映 してい

る.個 別の要望については フ
ロア リーダーが随時間いてい

る.

職員が仕事上の気付きや改善を
提案 し運営に反映出来たら、仕
事への意欲向上にも繋がる。話
しやすい環境づくりを推進 して
頂きたい。

12

0就 業環境 の整備

代表者は 管理者や職員
個々の

'力

や実績 勤務状 tt

を把握 し l.与 水準 労働時

間 や りがいなど 4白 が向
上′心を持つて働けるよう職場
環境 条件の整備に努めてい

る

オーナー自ら個別に職員べ話を
聞く機会を持つたり 少しで,,
意欲を1,つて職員研修に参加で
きるような取 り糸Hみを行つた
り 資格取得者に対 してお祝い

を行 う事で向 ついを,,つて働け
るように努めている.

13

O職 員を育て る取組み

代表者は 管理者や職員―

人ひとりのケアの実際の力量
を把握 し 法人内外の研修を

受ける機会の確保や 働きな
がらトレーニングしていくこ

とを進めている

施設内研修のユ当職員を決め

定期の研修を行 う事で質の向
を図るよう努めている。

14

0同 業者 との交流 を通 じ

た向上

代表者は 管理者や職員が

同業者と交流する機会を作
リ ネットワークづくりや勉
強会 相互訪間の活動を通 じ
て、サービスの質を向上させ
ていく取組みをしている

羽良野市のグループホームが開

催する計画作成者の会議に月1

■参加 している.ま た その会

議にて全体の各施設職員交流 と
して年 2回 の勉強会を催 してい

る。



Ⅱ 安心と信頼に向けた関係づくりと支援

0初 期 に築 く本 人との信

頼 関係

サービスの利用を開始する

段階で 本人が困っているこ

と 不安なこと、要望等に耳

を傾けながら 本人の安心を

確保するための関係づ くりに

努めている

入所面接の際に詳細を確認 し

本人やご家族の状況把握に努め
ている。ご希望があれば体験入

所も検討する事でご不1用者の現
状の共有を心がけている.

O初 期 に集 く家族等 との

信頼関係

サービスの利用を開始する
段階で 家族等が困っている
こと 不安なこと 要望等に
耳を傾けながら 本人の安心
を確保するための関t●づ くり
に努めている

本人の信頼関係と同様.

17

0初 期対応 の見極 め と支

援
サービスのオ1用を開始する

段階で 本人と家族等が 「そ
の時」まず必要としている支

援を見極め 他のサー ビスメ1
用も合めた対応に努めている

本人やご家t・・のその時の状況を
確認し 当施設サービスに限定
せず本人に合つたサービスを一

緒に検討させて頂いている.入
所後もご希望や本人の状況、周
りの状況により必要に応 じて他
のサービス利用も含めて検討し
ている.

1

0本 人 と共に過ごし支え

あ う関係
職員は 本人を介護される
一方の立場に置かず 暮らし
を共にする者同士の関係を築
いている

簡単な調理や部屋のli除 洗濯
物干 しやたたむ事などを 緒に

行 う事で関係を築いている.

19

0本 人と共に過 ごし支え
あう家族 との関係

職員は 家族を支援される
一方の立場に置かず 本人と
家族の絆を大切にしながら
共に本人をヽえていく関係を
築いている

ご家族が施設行事等に参加する
機会を作つ、一緒に楽 しむ機会
を設けている。気軽に面会に来
て頂けるような配慮や本人の状
況に応 じて面会や外出の機会を
増やしてt,らつたりする事も依
頼 している。

8

O厨 1染み の人や場 と関係

継続の支援

本人がこれまで大切にして

きたj」
染みの人や場所との関

係が途切れないよう 支援に

,め ている

本人が自宅で使用 していた家具
や生活用品などの持ち込みを可
能にし 馴染みの環境が継続き
れるような支援に努めている.

ベテランの職員は、面会が間遠
になつた家族と居住者の絆を深
める為に 下着の交換など些糸ロ
な用事を家族に依頼 して 関係
が続くよう工大している.

関係が徐々に疎遠になっていき
そうな家族に対して、人間関係
を修復する優れた援助技術は、
足非後輩に伝授 して頂きたい.

21

●利用者 同 ■の関係 の文

援

和,用者l・■の関係を把握
し ‐人ひとりが孤立せずに

利用者同士が関わ り合い 支
え合えるような支援に努めて
いる

親しく交流が持てるように
'″

サ
エン1ンの場を設けたり、気が今
う 合わないというだけでな
く、この人をお手伝いたいとい

うビ利用者の気持ちなどを考慮
した■で,,食事の痛等を決定し
ている.

0関 係 を断ち切 らない取

組み

サービス利用 (契約)力 終`
了 しても これまでの関係性
を大切にしながら 必要に応
して本人 家族の経過をフォ
ロー し 相談や支援に努めて
いる

退所時に 必要な時はお気軽に
相談 していただけるように声か
けしている。また適宣電話等で
現況の確認 t,行っている.



Ⅲ その人らしい暮らしを続けるためのケアマネジメン ト

23 9

O思 いや意向のlL握

一人ひとりの思いや暮 らし方
の希望 意向の把握に

'め

て
いる.困 難な場合は 本人本

位に検.●している

入浴時や散歩時など 1対 lで

関わる機会にて本人の希望 意
向等を間くようにしている.言
葉による確認が出来ない時は表
情や動きから把握するように●●・

めている.

1対 1に なった時には 「一度家に

帰 りたいJと か 『家に電話 した
いJ「 食事の量Jな どについて希
望が出易い.失 話症の人は機嫌の

良い時 悪い時夫々その原因を考
えて本人の意向を推 し測つてい

る.

思い通りの生活が出来るよう
これからも本人本位の暮らし方
の支援をお願いしたい。

Oこ れ までの暮 らしの把

握
一人ひとりの生l■歴や馴染み
の暮 らし方 生活環境 これ
までのサービス利用の経過等
の把握に,め る

入所面接の際に 簡単に生活歴
を確認しているが 入所後は本
人や家族に対 しても面会叶など
で少しずつ聞き 把握するよう
|こしている.

25

0暮 ら しの現状 の把握

人ひとりの一日の過ごし
方 心身状態 有する力等の

■状の把握に努めている

記録する事 またそれらを確認
したり 中し送りを密にする事
を徹底し 総合的に把握するよ
うに,め ている.

1

Oチ ー ムでつ くる介設 計

画 とモニタ リング

本人がより良く喜らすための

課題 とクアのあり方につい

て 本人 家族 必要な関係
者 と話 し合い それぞれの意
見やアイデイアを反映 し 滉

状にFlした介護計画を作成 し
ている

定期のケアプラン会議の際に
は 施設内関係者の話し合いが
中心であるが それに先立っ
て あるいは必要時に本人や家
族、主治E/1の意見を確認するよ
うにしている.

本人 家族 主治医の意見を基
に 3カ 月に 1回  定期のケアプ

ラン会議を開催 し 本人のニー
ズに対応 した短期及び長期の 日

標を設定 し介護言1画を作成 して
いる.

日標は達成が容易ではないた

め 見直 しをしてもX同 じ口標
を定めていることもある。 日々

の記録を根拠に しながら、状況
の変化に応 じた計画の見直 しを
して頂きたい.

27

O個 ワIの記録 と実践への

反映

日々の様
`や

ケアの実践 結
果 気づきや,夫 を個別記録
に記入 し 職員間で情報を共
捐 しながい実践や介護計画の

見直 しに活か している

個別の記録は月中 夜間を通 し
て記入 しており、日々の実施状
況を確認しながら介設計画の見
直しに反映 している.

0-人 ひ とりを支えるための

事業所の多機能化

本人や家族の状況 その時々

に生まれ る‐―ズに対応 し

て 既存のサー ビスにと皓わ

れない 柔軟な支援やサー ビ
スの多機能化に取 り組んでい

る

併設のデイサービスや小規模多
機能施設の行事に参加する事で
本人の気分転換に役立てたり、
本人のrfつ力を,き 出せたりし
ている.

29

O地 域 資源 との協慟

一人ひとりの暮 らしを支えて
いる地域資源を把握 し 本人
が ら身の力を発揮 しながら安
全で当かな暮らしを楽 しむこ
とができるよう支援 している

合唱、陶芸など各種の専門家に
ボランティアとして来て頂き支
援 している.介 護相談員のの来
所もありご意見頂いている.

0か か りつ け医の受診診

断

受診|ま 本人及び家族等のヽ
望を大切にし 納得が得られ
たかか りつ サ医と事業所の関
lfを案きながら 適切な医療
を受|すられるように支援 して

'ヽ
る

入所以前からのかかりつけ区ベ

の受診を希望される場合は出来
るだけ意向を尊重している。医
師ヽ現状を報告し 体調管理に
努めている.

かか りつけ医受診の希望があれば
意向を尊重 し介助 している.ひ と
月に一度内科往診 2週 に 度歯
l・l衛生■の訪問口Ittケアがあり
その結果により歯科区の在診 t,行
われる。

'設

のデイサー ビスに常
勤の看護師がいるので24時 間体
調変化の対応/1出来ている。

理事長が協力医師であることも
あつ 他の医療機関との連携も
密であり 適正な医療を受ける
ことのできる体制が整ってい

る.心 身共に安心して生活を送
れるようこれから1、温かい介助
を期待する.



31

O看 護職員 との協働

介護職員は 日常の関わりの

中でとらえた情報や気づき
を 職場内の看護政員や訪問
看護師等に伝えて相談 じ

個々の利用者が適tlな受診や
看護を受けられるよう支援 し

ている

ご千1用者の体調のiF■化などを常
に注意 し、必要時 看護師に相
談し適llに受診や看護を受けら
れるように支援 している。

32

O入 退院時の医療機 関 と

の協働

利用者が入院 した際 安心 じ
てl.‐療できるように また
できるだ ナ早期に退院できる
ように 病院関係者との情報
交換や相談に,め ている 又
は そうした場合に備えて病
院関係者との関係づくりを

行つている

入院1寺は定期的に病院関係者と

連絡を取るなどし 本人の状況
把握に努めている.退 院時には
家族説明に同席 し、退院後の対
応についての情報 意見 ″針
の共有に努めている.

33 12

0重 度化や終末期 に向け

た方針 の共有 と支援

重度化 した場合や 終末期の

あり方について 早い段階か
ら本人 家族等と話 し合いを
行い 事業所でできることを
十分に説明 しなから方を卜を共
有 し 地域の関係者 と共に
チームで支援に取 り組んでい

る

入所時に終末期の意向確認し
また入所後の体調の変化に合わ
せても意向確認 しなから話し合
いの機会を持ち 施設で出来る
事など都度説明しながら方針を
共有するように努めている.

入居時 また随時本人や家族の

意 向を確認し 看取りについて
の基本的手順や同意書等の書類
の作成もされているが 実際
必要となる医療処置が可能かど
うか 事業所としてどこまで対
応できるかを検討中である。

夜間の看護師との連絡や人員確
保等 現在の状況では問題があ
るのかもしれないが 事業所と
して またチームとしてどのよ
うに支援できるか話 し合いを重
ねられたい.

34

O急 変や事故発生時の備
え

利用者の急変や事故発生時に

備 えて 0て の職員は応急手

当や初期対応の訓練を定期的
に行い 実践力を身に付けて
いる

緊急時や事故発生時に備え 対
応マニュアルを作成 し 活用で
きるように研修を行つている。

0災 害対策

火■やlt震 水害等の災害時
に 昼夜を問わず利用者が避
難できる方法を全職員が身に
つけるとともに lt域 との協
力体制を築いている

消防署に来てもらい ご禾1用者
も参加 しての災宮訓練を実施 し
ている.地 域への働き掛けは、
地域への交流を増や し 協力を

得 られるよう|こ働きかけて,ヽ

る

年 2回 の災官副練には入居者全
員が参加 し 職員は月に一度の
ミーティング時竿折につけてマ
ニュアルの確認、l●・知徹底を心
がけている,広 域避難場所は高
鷲南小学校である.

防犯防災設備はしつか り設置さ
れていて °職員の意識も高い.
時を選ばずに起こりうる災害に

対する備え、災害用備品 リス ト

作成を含め今後も緊張感を維持
してもらいたい.



Ⅳ その人らしい暮 らしを続けるための日々の支援

14

O一 人ひ と りの人格 の尊

重 とブ ライバシーの確保

一人ひとりの人卜を尊重 し

誇 りやブライバツーを根ねな
い言葉かけや対応をしている

声かけの仕方などは折にふれて

個Blにril員で行つた り会議にて

よりよい対応が出来るように

話 し合いを行つている.

共有の場における言葉使いは基
本的に敬語であるが 個室にお
いてなど 1対 1の 時には親 し

みを込めて臨機1ふ変に対応 して
いる.

優 しく目を見て 安心 してもらえ
る介助や話 しかけを念頭において
いるのは人居者にとリー番嬉 しい
ことである 0御 ,認知症を思つ

てはいても 年長者 としての敬意
と尊厳を重視 した支援を期待す
る.
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O利 用者の希望の表出や

自己決 定の支援
日常生活171中で本人が思い

や希望を表 した り 自己決定
できるように働き力■ナている

日常の中で例えば、水分補給時
の飲物や 今日着る服、本人の

使用するお茶碗などを選んでも
らつたりする事で小さな選択の

積み重ねを人事にしている.

O曰 々のその 人 らしい暮

ら し

職員側の決まりや都合を優
先するのではなく 一人ひと

りのベー スを大り,にし その

日をどのように過ごしたい
か 希望にそって支援 してい
る

職員lllの決まりを優先してし
まつている事もあるが 状況に
応 じて本人のベースや希望に合
わせた対応も行つている。

31

O身 だ しなみやお しやれ
の支援

その人らしい身だ しなみや
お しゃれができるように支援
してt ろヽ

その日に着る衣類を選択しても
らったり 施設内にて本人の好
みを聞きrFがらカットしてもら
うようにしている。また部屋に
本人持ちの化粧品を置き いつ

でも使用できるようにしてい
ス

0食 事を楽 しむことので

きる支援

食事が楽しみなものになる
よう 一人ひとりの好みやカ
を活かしなから 千1用者と職
員が ―緒に準備や食事 片付
けを て́いる

栄養士から献立を決定する際に

好みを聞いてもらつたり 準備
を 緒にしたりしている.食 事
はご利用者と職員が 緒に摂る
事を基本とし 随時嗜好を確認
している。

食事は職員が一緒に、それぞれ
のベースで食べている。食材に
も気を配つ有機栽培農家から届
いた野菜を使用 している。デイ
サービス横にある厨房で昼食は
用意され朝夕は各ユニットでlt
る.

職員が入居者と一緒に食事を摂る
ことは大切なことと感 じる 今後
も温かい介Ittを期待する。 「時間
を力■ナて思いに近づけるJ と, うヽ

気持ちで各利用者の思いをゆつた

り行つ介護はとても困難ではある
が今

“

も続けてもらいたい.

41

O栄 養摂取や水分確保 の

支援

食 く́る量や栄養バランス

水分量が一 日を通して確保で

きる たう  人ひとりの状態
や力 集会1[応じた支援をし
ている

1日 の摂取は通常1600cal程度
とし制限食は主食や芋類の量で

調整 している。食事量や水分量

を毎 日チックし 体重管理 と共に

習慣や嗜好に合わせて必要量の

確保に努め 体調書理を図つて
, るヽ_

0口 腔 内の清潔保持

口の中の汚れや臭いが生 し
ないよう 0食 後 一人ひと
,の 口腔状態や本人の力に応
じた国腔ケアをしている

毎食後の口腔ケアの他 歯T4衛
生士による口腔クア t,実施 して
いる.必 要に応 じて歯fI衛生士

より歯fl区^報 告 し指示を仰 ぐ
ように している。

4〔 1

0"1泄の自立支援

排泄の失敗やおむつの使用
を減らし 一人ひと

'の

力や

排泄パターン 習慣を活かし
て イヽレでの排泄や排泄の

自立に向けた支援を行つてい

る

食事や入溶前iなど、他利用者 と

l●じタイ ミングで声かけした
り 個々の状況に合わせて対応
した りと個々の ら身状況に応 じ
た対応 と必要最低限のオムツや
パ ットの使用にて清潔に ス
ムーズなり1泄が促せるように努
ハ イ Iヽス

人 人の排泄についてのサイ
ンを職員が把握 している.行 動
には意味があるということを前
提に見守 り 支援 している.

トイ レの自立は一番 自信につな
が り 失敗は大きく自尊.さを傷
つける.認 知症の症状の中でそ
の人が今できる能力を理解 した
上での温かい見守 りを今後も続
けられたい.

●使秘の予防と対応

便fLの原因や及ぼす影
響を理解 し 飲食物の工
夫や運動ヽの働きかけ
等、個々に応 じた予防に
取 り組んでいる

夢1便状況の把握に努め、食事、
水分量、運動などで使秘の予防
に努めると共に 医師に指示を
,,らいなから服薬等にて排便管
理しスムーズな排便を促せるよ
うに努めている.

4[ 17

O入 浴 を楽 しむ ことがで

きる支援
一人ひとりの希望やタイミ

ングに合わせて入浴を薬 じめ
るように 職員の都合で曜 日
や時間ルを決めて しまわず
に、個々に応 した入溶の支援
を している

週3回の入浴の機会は月水金

火木上など固定しているが

『今日はお風呂の日』と楽 しみ
にされご利用者自身のタイ ミン
グになりつつある.体 調などに
より必要に応じた変更には対応
している.

入浴 日は同定 している.気 持ち
よく安全に入浴できるように支
援 している。人浴を嫌がる人に
は無理強いすることなく頃合を
見計らうなど試行錯誤 して介助
している。

手を替え 人を替え、時を替え
工夫しながら 人浴を好まない

人にt,、好む人にも心身共に,
ラックスしてもらうべく曰々介
助されている.
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O安 眠や休 自の支援

人ひとりの生活習慣やそ
の時々の状況に応 じて 休O
したり 安心 して気Ffちよく
眠れるよう支援 している

朝 昼 夕の食事時間を中心に生活
しているが 起床 就寝など本人の

生活 ツズムに合わせた対応も実施 し

ている.ま た気候により寝具や空調

管理などにも配慮 している 昼食復
には足を延ばして休んで瞑 するよう
な■力■ナも実施 している.

47

O服 薬支援

人ひとり/1使用 している

事の目||や冨1作用 用法や要

領について理角7し おり 服

薬の支援と症状の変イヒl醒 認
に,め ている

薬剤情報はすぐに確認できる場
所に配置しており 個々に応じ
た服薬支援に努めている.

O役 割 楽 しみ ごとの支

援

張り合いや喜びのある日々

を過ごせるように 一人tlと
りの1話 歴や力を活か した●
割 嗜好品 楽 しみごと 気
今転換等の支援をしている

合唱 陶芸 手芸 制件などの趣味
の部分や 部屋やフロアの掃除 洸

濯物をたたむ 7'ル を拭 く 食器
を洸 う 毎 日の献立を書 くなど役割
の部分 と 両方を提■ している。 ま
た散歩な どでの気晴 らしも提供でき
て, るヽ。

O日 常的 な外 出支援

人ひとりのその日の■望
にそつて 戸外に出か すられ
るよう支援に,め ている ま
た 普段は行けないような場

所でも 本人の希望を把握
し 家族や地域の人々と協力
しながら出カヨすられるよう支

援 している

施設の庭や歩いて行ける範囲で
の外出や、買い物、外出レクな
どを企画し 天候や本人の体制
を考慮しながら実施 している.
地域の方の協力によりその方の

自宅にて花見させて,,らう外出
レクも行えた.

車で回転寿司に出かけたり季節
の良いl●fは月に 1回以上花見な
どの外出がある。また数人ずつ
で喫茶店にt,行く.庭 がとても
綺麗で 和風の庭もあれば イ
ングリッシュ庭園風の呆実や桜
を楽しめるような作りの庭もあ
り 人居者は自由に散策 してい

る。

地域の方の協力による自宅での

花兄もほぼ定着しており、気候
の良い時には出来るだけ外気に
触れる支援をしている.消 ltの
出初式がホームの日の前で行わ
れ何かと楽しい行事が多い。職
員の日々の努力と提案が生かさ
れている.

Oお 企の所持や使 うこと

の支援

職員は 本人がお金を持つ

ことの大切 さを理解 してお
リ ー人ひとりの希望や力に
応 して お金を所持 したり使
えるように支援 している

個月1の外出時などでは、本人が

自分のお金を持ち 買い物がで
きるように援助 している。

O電 話や 手紙 の支援

家族や大切な人に本人自ら
がlL話をした り 手紙のや り

取りができるように支援 して
いる

事llに家族に了解を取 り 本人●・●
望がある場合に職員の介助にて電話
をかけるように して, る`。 かかつて

きた電話には出て頂き 手紙は本人
に手渡 じじ 必要に応 して代読 して
いる.

52

OF心 地の よい共用空間
づ くり

■用の空両 (玄関 ・Ftt E
間 台所 食堂 浴室 トイ
レ等)|ま 杓1用者にとって不

快や滉乱をまれくような中J激
(音 光 色 広さ 温度な
ど)が ないように配慮 し 上
活感や季節感を採 り入れて

F心 地よく過 ごせるような工

夫をしている

庭の草木には実がなる1,のを植
え収種を一緒にしてもらつた
り 四千折々の花を楽 しんでも
らえるように している.庭 で咲
いた花をフロアで生けるなどじ
て季節感を取 り入れている.居
心地のよい空間づくりをするよ
う心がけている。

居間に和室の空間が作られてい

て、季節ごとに雛人形や七夕な
ど飾 りつけをしている。家具
調度品も重厚感があり 装飾品
一つにも質の良い環境で過ごし
てもらいたいという運営者の考
えが垣間見える.ク リスマスに
向けて入居者が喜んでくれるよ
うなイルミネーションを企画中
である.

気の合 う人と会話をしたり そ
れぞれが居心地よくいられるよ
うに使いやすく、暖か味のある
家庭的な居間で庭の自然が生活
に潤いを与えてくれている。こ
れからも自然の美しさと職員の
温かさで介護を続けていかれる
ことを期待する.

0共 用空間における一人
ひとりの居場所づくり

■用空間の中で 独りにな
れたり 気の合つた千1用者同
士でヽい思いに過ごせるよう
な居場所の工夫をしている

気の合 う人同士が近くの席に座
られるよう 食事のテーフれ以外
にソファーや椅子を設置 し、好
みの場所で過ごせる工大をして

'ヽ
る.

54 20

O居 ,心地 よく過 ごせ る居

室の配慮

居室あるいは泊まりの部屋
は 本人や家族 と相談 しなが
ら 使い慣れたものや好みの

ものを活か して 本人が居心
地 1く過ごせるような工夫を
している

l●い慣れた剛1染みの品を持ち込
んでもらえるようにすすめてい

る。

介護F_rがだんだんあがっていく
中でもできるだけ手作 りの作品
や名前人りの暖簾を飾るなど
使いやすい、その人らしい部屋
作 りを工夫している.

ゆつた り穏や力ヽ こ過ごしてもら
いたいとい う運営者の思いがど
の.l∫屋にも感 じられる.職 員 司
■がその考えを常に意識 して
温かい居室になっている.

O一 人ひ とりの力を活か

した安全 な環境づ くり

建物内部は一人ひとりの
「できることJ や 「わかるこ
とJを 活か して 安全かつで
きるだけ自立した生活が送れ
るように■夫 している

トイレ、俗室などに手すりを設
置 し、また家具も安定した物を
置くようにしている.トイレマクや
入浴 日の貼り出し 毎日の献立
の記入、自室には記名の暖簾を
かけたリ タンスには衣類の種
類を表示 し少しでマ,自身でt,わ
かりやすいように工夫してい



v アウトカム項目

職員は利用者の思いや願い、
暮らし方の意Ⅲlを掴んでいる

〇

一 ①ほぼ全ての利用者の
②利用者の3分の2くらいの
C利用者の3分の1くらいの
Oほ とんど掴んでいない

57
利用者と職員が、一緒にゆつ

たりと過ごす場面がある

O ①毎日ある
②数日に 1回ある
Oた まにある
④ほとんどない

58
禾1用者は 一人ひとりのベー
スで暮らt て́いる

〇

一　

一　

一

①ほぼ全ての利用者が
②利用者の3分の2くらいが
③利用者の3分の1くらいが
①ほとんどいない

50

利用者は 職員が支援するこ

とで生き生きした表情や姿が

み られれている

0 ①ほぼ全ての利用者が
②利用者の3分の2くらいが
0利用者の3分の1くらいが
①ほとんどいない

詢1用者は 戸外の行きたいと
ころへ出かけている

O

①ほぼ全ての利用者が
②利用者の3分の2くらいが
③利用者の3分の1くらいが
0ほ とんどいない

61

rl用者は 健康管理や医療

面 安全面で不安なく過ごせ
ている

①ほぼ全ての利用者が
②利用者の3分の2くらいが
C利用者の3分の1くらいが
Cほ とんどいない

02

¬l用者は その時々の状 ・tや
要望に応 した柔軟な支援によ
り 安心 して暮らせている

O

①ほぼ全ての利用者が
②利用者の3分の2くらいが
③禾1用者の3分の1くらいが
0ほ とんどいない

63

職員は 家族が

"つ

ているこ
と 不安なこと、求めている
ことをよく間いており信頼関
係ができている

0

0ほ ぼ全ての利用者と
②利用者の3分の2くらいと
③利用者の3分の1くらいと
0ほ とんどできていない

通いの場やグループホームに

剛1染みの人や地域の人々が訪
ねてきている O

①ほぼ毎日のように
②数日に1回程度
③たまに
0ほ とんどいない

6:

運営推進会議を通 して、地域
住民や地元の関係者 とのつな
がりの拡がつや探 まつがあ
り 事業所の理解者や応援者
が増えている

0

①大いに増えている
②少しずつ増えている
③あまり増えていない
0全 くない

職員は活き活きと働けている

0 ①ほぼ全てのTit員が
②職員の3分の2くらいが
0職員の3分の1くらいが
④ほとんどいない

6,

職員から見て、利用者はサー

ビスにおお●ね満足 している
と思 う

0 ①ほぼ全ての利用者が
②利用者の3分の2くらいが
③利用者の3分の1くらいが
0ほ とんどいない

職員からみて利用者の家族等
はサービスにおおいね満足 し
ていると思 う

0 Cほ ぼ全ての家族が
②家族の3分の2くらいが
③家族の3分の1くらいが
④ほとんどできていない


